
を
開
か
ず
､
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト

と
呼
ば
れ
る
動
画

･
苫
声
の
公

開
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
配
信
す

試
験
は
学
期
末
に
行
い
､
2
単

位
を
静
定
す
る
.
こ
の
授
業
に

同大が 動画配 信

る
9
'リ
ポ
ー
ト
は
毎
回
提
出
､

/I
4T放 免 

講
義
携
帯
プ
レ
ー
ヤ
ー
で


試
験
も
ネ
ッ
ト
上
で
単
位
認
定

大
学
の
講
義
を
動
画
に
し
て

対
象
と
な
る
講
義
は
､
神
学
部

履
修
登
録
し
た
学
生
は
約 

.
-
6 

め

｢建
学
の
精
神
と
キ
リ
ス
ト

0
人
と
い
う
｡

教
｣
｡
前
期
全
川
回
で
､
向
志

授
業
を
担
当
す
る
小
原
亮
博

社
の
創
立
者 
/｡
新
島
嚢
の
生
い

(キ
リ
ス
ト
教
思
想
)
は

立
ち
や
教
育
思
想
､
キ
リ
ス
ト

教
の
基
礎
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ

上
が
る
は
ず
｡今
後
､授
業
数
を

一

内
容
｡
大
学
の
教
室
で
は
講
義

増
や
も
た
い
｣と
し
て
い
る
｡学

う
｡
同
大
に
よ
る
と
､
腰
帯
声

イ
ン
タ
｣
ネ
ッ
+
で
配
信
､
学

生
は
都
合
の
い
い
時
に
･.1
P 
.

d 
(ア
イ
ポ
ッ
ド
)
な
ど
の
携

楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
を

｣う
し
た
形

で
授
業
に
利
用
す
る
の
は
＼
全

国
の
大
学
で
も
初
め
て
で
､｢学

習
効
率
が
上
が
る
は
ず
｣
と
し

て
い
る
｡

同
大
が
10
日
､
発
表
し
た
｡

0
 

教
授 

帯
苦
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
再
生
し

て
受
講
す
る 

.そ
ん
な
試

I

-

み
を
同
志
社
大
が
始
め
た
｡
出

｢学
生
に
と
っ
て
学
習
効
率
が

席
を
確
認
す
る
か
わ
り
に
メ
ー

生
以
外
で
も 
.｢同
志
社
大
学
ポ

ル
で
リ
ポ
ー
ト
を
提
出
､
試
験

ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
｣ 

(http‥●＼＼ 

p
o
d
c
a
s
t
.d

s
h
is
a
.a
c
.
]

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
実
施

し
､
ネ
ッ
ト
上
の
や
り
と
り
だ

か
ら
自
由
に
聴
講
で
き
る
｡

け
で
卓
位
を
認
定
す
る 
i
)い

o

h

p

＼)



弟

東

都

･削

携
帯
プ
レ
ー
千

で
単
位
取
得

同大
が

国内
初
講
義
､ポ
･ツ
下
キ
ャ
ス
ト
で

同
志
社
大
は
十
日
､
･1 

ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
で
配

の
学
生
に
伝
え
よ
う
と
､

P
O
d
な
ど
の
携
帯
電
子

信
す
る
の
は
全
学
科
目

日
時
の
制
約
が
な
く
､
ど

プ
レ
ー
ヤ
ー
で
視
聴
で
き

｢建
学
の
精
神
上
キ
リ
ス

ん
な
に
受
講
者
数
が
増
え

る
よ
う
に
動
画
を
イ
ン
タ 
ト
教
｣ 
(担
当

･
小
原
克

て
も
よ
い
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス

A

-
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る

博
神
学
部
教
授 
)
｡
上
半

ト
に
よ
る
配
信
に
し
た
と

｢ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
｣
だ

期
の
授
業
十
四
回
分
を
週

い
う
｡ 
7
般
の
視
聴
も
歓

s

け
で
進
め
る
授
業
を
開
講

に

一
回
.の
ペ 
-
え

で
配

迎
し
て
い
る
｡
周
志
社
大

し
た
と
発
表
し
た
｡
ポ
ッ

信
､
視
聴
後
の
リ
ポ
ー
ト

学
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
の
ホ

ド
キ
ャ
ス
ト
で
大
学
の
正

で
受
醸
し
た
こ
と
と
す

ー
ム
ペ
.-
ジ 
(h
t
t
p
‥ 

規
の
単
位
を
認
定
す
る
の
.
る
｡

/
/
p
b
d
c
a

t
.d
o
s
h 

は
国
内
初
と
い
う
｡

建
学
の
精
神
を
す
べ
で

is
h

.a
c
lj
p
＼
)で
｡

http
･J
J

｢建

st

授
が
担
当
す
る
前
期
の
掛
目

c
a

p
o
d

O
各

o
sh
isF
a
.

.jp
＼

.d 同
志
社
大

(上
京
区
)
は
10

日
､
ネ
ッ
ト
か
ら
音
声
や
動
画
を

携
帯
デ
ジ
タ
ル
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
取

り
込
め
る
シ
ス
テ
ム

｢ポ
ッ
ド
キ

ャ
ス
ト
｣

(
ac

)
で
､

単
位
取
得
が
可
能
な
授
業
の
配
信

を
今
年
度
か
ら
始
め
た
と
発
表
し

た
｡
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
で
､
大
学

に
行
か
ず
に
好
き
な
時
間
と
場
所

で
授
業
壕
視
聴
し
て
単
位
が
取
れ

る
の
は
､
全
国
初
と
い
う
｡

配
倍
は
神
学
部
の
小
原
克
博
教

学
の
精
神
と
キ
?
ス
ト
教
｣

学
部
の
約
6
6
0
人
が
履
修
を
登

携
帯
機
器
で
単
位 
O
K
開城
悌授配業信


録
し
た
｡
毎
週
､
授
業
が
配
借
さ

れ
､
学
生
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

シ
ス
テ
ム
で
毎
週
リ
ボ
I
t
を
出

し
､
試
験
も
受
け
る
｡
学
生
以
外

で
も

｢聴
儲
｣
で
き
る
｡

小
原
教
授
は

｢大
教
室
で
の
授

業
よ
り
も
､
電
車
な
ど
で
の
移
動

中
や
自
分
だ
け
の
空
矧
の
方
が
集

中
で
き
る
学
生
も
お
り
､
効
果
が

期
待
で
き
る
｡
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
授
業
は
多
く
な
っ
て
い
る
が
､

時
間
と
空
間
に
は
制
約
が
あ
り
､

携
帯
で
き
る
意
義
は
大
き
い
｣
と

話
し
て
い
る
｡

､



山裾

日
刊

工

曹爪

る
｡
登
録
学
生
は 
2
1
ラ
ー

ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
､
出
席
確
認
を
兼
ね
て
リ

ポ
ー
ト
提
出
な
ど
を
行
い
､

ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
を
利
用
し

た
受
講
で
単
位
取
得
が
可
能

に
な
る
｡
今
回
の

｢建
学
の

精
神
と
キ
リ
ス
ト
教
｣
は
'

同
志
社
大
学
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス

同
志
社
大
が
正
課
授
業


･ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
配
信


同
志
社
大
学
は
ポ
ッ
ド
キ

授
業
の
配
信
を
始
め
た
｡ 

ャ
ス
ト 
(イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

.｢
1
P
o.d
｣
な
ど
に
代
表

を
通
じ
て
音
声
や
映
像
デ
ー

さ
れ
る
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ

タ
を
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
音
楽

ー
が
普
及
し
て
い
る
の
に
対

プ
レ
ー
ヤ
ー
に
転
送
し
､
再

応
､
学
生
が
学
習
す
る
機
会

生
可
能
に
す
る
仕
組
み
)
に
･･
を
増
や
す
狙
い 

正
課
授
業

よ
る
､
単
位
取
得
が
可
能
な

を
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
で
配
信

O

す
る
の
は
､
全
国
で
同
志
社

大
が
初
め
て
と
い
う
｡

配
信
す
る
授
業
は

｢建
学

の
精
神
と
キ
リ
ス
ト
教
｣ 

(
小
原
克
博
神
学
部
教

授
)
.
半
期
約
か
6
0
人
の

学
生
が
唐
修
登
録
し
て
い

ト 

(
p 

c
a
st
.
o
sh
ish 

o
d 

d

ac.jp)
か
ら 
1
駿
に
利

a
.

用
で
き
る
｡ 

I 


